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中小企業診断士

隕吻爬Mの経営者のための損得学入門全6回シリーズ
～ 楽 して儲 け る た め に～   第3回 :「原価計算には二種類ある」

「
経
営
者

の
た
め
の
損
得
学
入
門
」

シ
リ
ー
ズ

の
第
三
回
目
は
、
「
原
価
計

算
に
は
二
種
類
あ
る
」
で
す
。

●
ス
キ
ー
宿
経
営
者
の
決
断

前
回
紹
介
し
た
ス
キ
ー
宿
の
経
営
者

は
、
経
理
の
専
門
家
の

「黒
字
に
す
る

た
め
に
は
夏
期
の
料
金
を
全
部
原
価
計

算

（Ｆ
Ｃ
）
で
計
算
し
た
原
価
２
万
３

千
円
以
上
に
す
べ
き
だ
」
と

い
う
ア
ド

バ
イ
ス
に
は
従
わ
ず
、　
一
見
無
謀
と
も

思
え
る
８
千
円

の
サ
ー
ビ
ス
料
金
を
打

ち
出
し
て
、
損
失
を
少
な
く
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
宿
の
経
営
者
は
ど
の
よ
う
に

し
て
料
金
を
決
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「経
験
と
勘
」
な
の
で
し
ょ
う
か
、
「
マ

グ
レ
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。

需
要
が
少
な
け
れ
ば
価
格
は
安
く
な

る
と

い
う
経
済
学
の
原
則
に
従

っ
た
の

で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
９
千
円

と
か
７
千
円
で
は
な
く
８
千
円
と

い
う

料
金
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●
売
価
が
原
価
割
れ
と
言
わ
れ
た
ら

も
し
、
あ
な
た
が
経
理
の
専
門
家
か

ら

「現
在
の
売
価
で
は
原
価
割
れ
で
す
」

と
言
わ
れ
た
ら
、
赤
字
を
解
消
す
る
た

め
手
を
打
と
う
と
す
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
全
部
原
価
計
算
は
、
「過
去
」

の

「
１
個
当
り
」

の
原
価
を
示
す
だ
け

な

の
で
、
「
ど
う
し
た
ら
赤
字
が
防
げ

る
の
か
」
と
か
、
「
ど
う
し
た
ら
利
益

を
増
や
せ
る
か
」
と

い
う
質
問
に
は
、

「赤
字
製
品

の
生
産

・
販
売
を
中
止
す

る
」
と
か

「
売
価
を
上
げ

る
」
、

「
原

価
を
下
げ
る
」
と

い
う
よ
う
な
抽
象
的

な
回
答
し
か
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
の

で
す
。

●
原
価
計
算
に
は
二
種
類
あ
る

経
営
に
必
要
な
の
は
、
あ
く
ま
で
も

具
体
的
解
決
策
で
あ
り
、
経
理
の
専
門

家
が
行
う

「全
部
原
価
計
算

（
Ｆ
Ｃ
＝

フ
ル

ｏ
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
と

か
ら
は
具

体
的
な
対
策
が
得
ら
れ
な

い
の
で
経
営

者
は
困
惑
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

ス
キ
ー
宿
の
経
営
者
は

「
直
接
原
価

計
算

（
Ｄ
Ｃ
＝
ダ
イ
レ
ク
ト

・
コ
ス
テ

ィ
ン
グ
こ

と

い
う
正
し

い
原
価
計
算

に
基
づ

い
て
意
思
決
定
を
し
た
お
か
げ

で
、
利
益
を
増
や
す

（
＝
損
失
を
少
な

く
す
る
）
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

●
直
接
原
価
計
算

（
Ｄ
Ｃ
）
と
は

直
接
原
価
計
算

（Ｄ
Ｃ
）
と
は

「
生

産
数
量
や
販
売
数
量
に
比
例
す
る
材
料

費

・
外
注
費

・
仕
入
商
品
な
ど
の
費
用

⌒＝
変
動
費
）
を
製
品
の
原
価
と
し
、

人
件
費

・
家
賃

・
減
価
償
却
費
な
ど
の

費
用

⌒＝
固
定
費
）
を
期
間
費
用
と
し

て
、
損
益
を
計
算
す
る
手
法
」
で
す
。

直
接
原
価
計
算

の
計
算
式
は
、

売
上
高

‐
変
動
費
＝
限
界
利
益

限
界
利
益

‐
固
定
費
＝
利
益
で
す
。

こ
の
計
算
式
で
現
状
の
ス
キ
ー
宿
の
限

界
利
益
を
計
算
す
る
と
、
３。
万
円

‐
９

万
円
＝
２．
万
円
と
な
り
ま
す
。

●
売
価
は
ど
の
よ
う
に
決
定
す
る
の
か

ス
キ
ー
宿
の
経
営
者
は
、
市
場
動
向
と

過
去
の
経
験
か
ら
宿
泊
費
と
客
数
の
関

係
を
予
測
し
て
、
左
図
の
よ
う
な
限
界

利
益
表
を
作

っ
た
の
で
す
。

こ
の
限
界
利
益
と
ｌ
ヵ
月
の
固
定
費

６。
万
円
の
差
が
利
益
と
な
る
の
で
す
。

①
宿
泊
費
９
千
円
で
は
、
値
下
げ
効
果

は
小
さ
く
客
数
は
あ
ま
り
増
え
な

い
。

②
宿
泊
費
８
千
円
に
す
れ
ば
、
客
数
は

８。
人
、
限
界
利
益
４。
万
円
が
見
込
め
る

の
で
、
固
定
費
が
６。
万
円
か
か

っ
て
も

利
益
は
２。
万
円
の
赤
字
で
食

い
止
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

③
宿
泊
費
７
千
円
で
は
、
客
数
が
現
状

の
３
倍
に
増
え

て
も
②
案
よ
り
限
界
利

益
が
少
な

い
。

以
上
の
予
測
に
基
づ

い
て
②
案
を
採

用
し
た
と
こ
ろ
、
予
測
は
見
事
に
的
中

し
て
、
２。
万
円
の
損
失
で
食

い
止
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
直
接
原
価
計
算

（
Ｄ

Ｃ
）
で
は
、
販
売
数
量

（客
数
）
と
限

界
利
益

の
関
係
、
さ
ら
に
損
益
ま
で
事

前
に
予
測
で
き
る
の
で
、
正
し
い
意
思

決
定
を
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
す
。

ち
な
み
に
、
こ
の
表
で
、
限
界
利
益

と
ｌ
ヵ
月
の
固
定
費
６。
万
円
が
等
し
く

な
る
宿
泊
費
と
客
数
の
組
み
合
わ
せ

（＊

の
箇
所
）
で
利
益
は
ゼ
ロ
と
な
る
の
で

損
益
分
岐
点
と
言
わ
れ
ま
す
。

●
複
数
の
製
品
が
あ
る
場
合
は

複
数
の
製
品
が
あ
る
場
合
は
、
製
品

ご
と
に
限
界
利
益
図
表
を
作
り
、
全
体

の
限
界
利
益
が
最
大
と
な
る
組
み
合
わ

せ
を
選
択
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
。

●
参
考
文
献

「
あ
な
た
の
会
社
は
原
価
計
算
で
損
を

す
る
」

一
倉
　
定
著

（技
報
堂
）
１
９

６
３
年

１０
月
初
版

森田経営研究所
〒790-0052 松山市竹原町 1丁 目2-8-802
TEL:089-993-8978 FAX:089-993-8978

E―mail:nllnoritaOInoritakeieiocom
http://― .moritakeiei.com

【あるスキー宿の損益計算】

【あるスキー宿の限界利益表】
現  状 6)案 ② 案 ③ 案

■
人
当
た
り

泊費 10f円 0千 1円 8-T円 7千円

客

　

数

10人 70千円 60千円 50千円 40千円

30人 210千円 180千 円 150千円 120千円

50メ、 350千円 300千円 250・F円 200千円

80メ、 560千円 480千円 400f円 320千円
100ソヽ 700千円 *600千 円 500千円 400千円

120メ、 840千円 720千円 *600千円 480fFl
150メ、 1,050千 円 900千円 750千円 *600f円


